
警察庁生活安全局  

児童虐待事件の検挙状況   
（平成11年～平成20年上半期）  

⊂＝コ身体的虐待 国性的虐待 ⊂：ニコ怠慢又は拒否 叫掛一被害児童数（人）－▲一死亡児童数  

検挙件数   

（件）  

被害児童数  

（人）  

「 350  

Htl1 H12  日13  H14  H15  日16  H17  H18  H19  日19＿l～6H20．1～6  

Hll  H12  H13  H14  H15  H16  H17  H18  H19   

総数（件）  120  186  189  172  157  229  222  297  300  

身体的虐待   62  124  136  119  109  176  156  199  211  

性的虐待   34   44   32   33   29   39   55   75   69  

怠慢又は拒否   24   18   21   20   19   14   23   20   

被害児童数（人）   124  190  194  179  166  239  229  316  315  

死亡児童数   45   44   61   39   42   51   38   59   37   

H19．1～6  H20．1～6   

149   162   

113   116   

27   34   

9   12   

157   166   

18   29   

（警察庁生活安全局少年課「少年非行等の概要」より）   
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児童虐待事件の検挙状況   
（平成11年～平成19年）  

1 態様別検挙状況  

統計を取り始めた平成11年以降の児童虐待事件の態様別検挙状況の推移は、第1表のとおりである。  

平成19年に検挙した児童虐待事件は300件、検挙人員は323人、被害児童数は315人で、前年に比べ、件数は3件   

（1．0％）増加したが、検挙人員は6人（1．8％）、被害児童数は1人（0．3％）減少した。  

第1表 児童虐待事件の態様別検挙状況の推移  
（平成11年～平成19年）  

総数  身体的虐待  性的虐待  怠慢又は拒否  心理的虐待  

検挙  検挙  被害  検挙  検挙  被害  検挙  検挙  被害  検挙  検挙  被害  検挙  検挙  被害  
件数  人員  児童数  件数  人員  児童数  件数  人員  児童数  件数  人員  児童数  件数  人員  児童数   

300  323  315  211  227  224  69  70  69  20  26  22   0   0   0  

19  （38）  （40）  （60）  （38）  （40）  （60）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［10］  ［10］  ［10］  ［10］  ［10］  ［10］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   

297  329  316  199  221  215  75  77  77  23  31  24   0   0   0  

18  （43）  （45）  （57）  （43）  （45）  （57）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［8］  ［8］  ［8］  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   

222  242  229  156  172  162  55  56  56    14  0   0   0  

17  （37）  （37）  （45）  （37）  （37）  （45）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［16］  ［16］  ［16］  ［16］  ［16］  ［16］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   

229  253  239  176  193  186  39  42  39  14  18  14   0   0   0  

16  （47）  （50）  （63）  （47）  （50）  （63）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［8］  ［8］  ［8］  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   

157  183  166  109  130  115  29  29  32  19  24  19   0   0   0  

15  （46）  （49）  （66）  （46）  （49）  （66）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［9］  ［10］  ［9］  ［9］  ［10］  ［9］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   

14   172  184  179  119  127  121  33  32  36  20  25  22   0   0   0   

13   189  216  194  136  156  139  32  33  32  21  27  23   0   0   0   

12   186  208  190  124  139  127  44  44  44  18  25  19   0   0   0   

120  130  124  62  69  64  34  34  34  24  27  26   0   0   0   

注）上段の（）は、保護者が、児童と共に死ぬことを企図し、児童を殺害（未遂を含む）して自殺（未遂を含む）を図っ   

た場合を外数で計上した。  

下段の［］は、出産直後の殺人（未遂を含む）及び遺棄致死の場合を外数として計上した。  

以下の表についても同じ。  
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2 罪種別検挙状況  

平成11年以降の児童虐待事件の罪種別検挙件数の推移は、第2表のとおりである。  

平成19年の罪種別検挙件数では、傷害が156件（52．0％）と最も多く、次いで殺人が39件（13．0％）となっているい  

第2表 児童虐待事件の罪種別検挙件数の推移  
（平成11年～平成19年）   

罪種  暴  暴  

数  傷  制   

力  捕  
」、成   

害  
致   行  監  件  臼   

し 革   

人   
19   300  39  156  15  0  16  2  22  10  25  3  9  16   0   

l構成比  100．0  13．0  52．0  5．0  0．0  5．3  0．7  7．3  3．3  8．3  1．0  3．0  5．3  0．3  0．0  0．3  
（38）  （38）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［10］  ［10］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
18   297  48  133  15  4  14   14  26  25  2  8  20  2  0  0   

】構成比  100．0  16．2  44．8  5．1  1．3  4．7  0．3  4．7  8，8  8．4  0．7  2．7  6．7  0．7  0．0  0．0  
（43）  （43）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
222  24  125  17  0  9  0  16  7  31   0   7  2  0  0  

17  （37）  （37）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［16］  ［16］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
229  30  128  22  0  16  ロ  15  8  15  0  ロ  12  3  0  0  

16  （47）  （47）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
157  23  80  17  0  6  0  6  3  18  0  2  16  3  0  0  

15  （46）  （46）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［9］  ［9］  ［0〕  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
14   172  19  94  18  0  5  7  4  22  0  0  20  0  0  0   

13   189  31  97  23  0  8  0  4  5  13  0  10  17  3   0   

12   186  31  92  20  0  4  0  15  9  17  0  3  13  2  0  0   

120  19  42  15  0   0  12  3  12  0   7  20  4  0  0   

平成11年以降の児童虐待事件の罪種別検挙人員の推移は、第3表のとおりである。  

平成19年の罪種別検挙人員では、傷害が171人（52．9％）と最も多く、次いで殺人が39人（12．1％）となっている。  

第3表 児童虐待事件の罪種別検挙人員の推移  
（平成11年～平成19年）  

罪種  暴  暴  

数  傷  制   

力  捕  J、成   
害  

人  致  行  監  臼   
法   

、九   

人   

19   323  39  171    0  16  3  22  10  25  4  9  21   0  2   

ト構成比  100．0  12．1  52．9  5．3  0．0  5．0  0．9  6，8  3．1  7．7  1．2  2＿8  6．5  0，3  0．0  0．6  
（40）  （40）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［10］  ［10］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
18   329  49  153  19   4  15   14  27  26  2  8  27  3  0   0   

l構成比  100．0  14．9  46．5  5．8  1．2  4．6  0．3  4．3  8．2  7．9  0．6  2．4  8．2  0．9  0．0  0．0  
（45）  （45）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
242  25  141  19  0  9  0  16  7  32  0   8  3  0   0  

17  （37）  （37）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［16］  ［16］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
253  33  142  29  0  16   16  8  17  0   16  3   0   0  

16  （50）  （50）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
183  26  98  25  0  6  0  6   3  18  0  2  20  4  0  0  

15  （49）  （49）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［10］  ［10］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   
14   184  20  101  20  0  5   7  4  0  0  25  0   0  0   

13   216  38  109  32  0  9  0  4  5  14  0  10  23  3   0   

12   208  35  105  26  0  4  0  15  9  17  0    17  3   0  0   

130  20  48  18  0   0  12  3  12  0  7  22  5   0   0  



3 加害者の罪種別・被害者との関係別検挙状況  

平成11年以降の加害者の罪種別検挙状況及び加害者と被害者との関係別検挙状況の推移は、第4表のとおりである。  

平成19年の加害者と被害者との関係別では、実母が97人（30．0％）と最も多く、次いで実父が91人（28．2％）とな  

っている。  

第4表 加害者の罪種別・被害者との関係別検挙状況の推移  
（平成11年～平成19年）   

関係別  

（人）  父親等  母親等  

構成比  小計  実父  養・継父  内縁  その他  小計  実母  養・継母  内縁  その他   

323  100．0  215   91   55   46   23  108   97   0   10  

19  （40）  100．0  （8）  （7）    （0）  （0）  （32）  （29）  （0）  （0）  （3）  

［10］  100．0  ［0〕  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［10］  ［10］  ［0］  ［0］  ［0］  

253  16363 81   41   30   90   72   7   0   

16  （50）  （7）  （6）    （0）  （0）  （43）  （41）  （0）  （0）  （2）  

［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［8〕  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］   

183  11919 49   40   23   7   64   58   2   0   4  

15  （49）  （11）  （10）    （0）  （0）  （38）  （38）  （0）  （0）  （0）  

［10］  ［0］  ［0］  ［0］  ［9］  ［9］  ［0］  ［0］  ［0］   

14  184  11616 43   34   34   5   68   60   3   0   5   

13  216  13636 50   31   46   9   80   74   2   0   4   

12  208  137   60   22   47   8   71   64   0   6   

130  74   29   20   22   56   52   0   0   4   

（注）「その他」は、祖父母、伯（叔）父母、父母の友人・知人等で保護者と認められる者である。  
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4 被害児童の性別・年齢別状況  

平成11年以降の被害児童の性別・年齢別状況の推移は、第5表のとおりである。  

平成19年の年齢別では、1歳未満が47人（14．9％）と最も多く、次いで5歳と14歳が25人（7．9％）となってい  

る。また、6歳までの被害児童が161人（51．1％）と高い割合を示している。  

男女別では、．男子が145人（46．0％）、女子が170人（54．0％）となっている。  

第5表 被害児童の性別・年齢別状況の推移  

（平成11年～平成19年）   

12   
●年 年齢  田  

13   14   15   16   17   18  19   
構成比  男子  女子   

124  190  194  179  166  239  229  316  315  100．0  145  170  
総数  

（人）  

（66）  （63）  （45）  （57）  （60）  100．0  （30）  （30）  

［9］   ［8］  ［16］   ［8］  ［10］  100．0  ［6］  ［4］   

36   28   42   37   28   42   34   42   47  14，9   29   18  

1歳末滴  （11）  （10）   （9）   （4）   （5）  （8．3）  （2）  （3）  

［9］   ［8］  ［16］   ［8］  ［10］  ［100］  ［6］  ［4］   

16   15   19   10   13   18   10   8  20  6．3   
1歳  

13   7  

（4）   （6）   （4）  （7）  （6）  （10．0）  （3）  （3）   

7   16   22   8   21  
2歳  

21  8  12  14  7  7  

（8）  （8）  （3）  （6）  （4）   

2   22   16   
3歳  

15   12   17   21   22   24  7．6   12   12  

（5）   （6）   （3）   （3）   （2）  （3．3）  

4   10   6   5   14   9  14   17   21  6．7   14   7  

4歳  
（5）  （5）  （2）   （6）   （1．7）  （0）  

8   9   8   9  12   17   16   25  7．9   18   7  

5歳  
（5）  （6）   （2）   （3）   （6）  （10．0）  （5）  

4   9   8   

6歳  
10   8  10  7  22  10  4  6  

（2）  （8）  （3）   

3   

5   9   5   9  12   12   16   3．5   4   7  

7歳  
（6）  （3）   （2）   （2）   （4）  （6．7）  （2）  （2）   

4  4  3   9   7  

8歳  
6  12  17  9  7  2  

（0）  （5）  （3）  （2）  （5）   

4   8   4   5   

9歳  
3  4  12  16  9  5  4  

（5）  （3）  （4）  （6）  （1．7）   （0）  

2   5   4   6   3  12  10  16  9  

10歳  
3  6  

（5）  （0）  （4）   

2   6   5   7   5  9  6  

11歳  
14  13  8  5  

（2）  （3）  （4）  （4）   

3   6   6   10   4  9  9  13  6  7  

12歳  
（4）  （3）   （3）  （1．7）      （0）   

4   4   6   8   2  20  9  26  15  4  

13歳  
（3）  （3）  （7）   

9   12   15   10   8  13   17   25  7．9   4   21  
14歳  

（2）  （2）   （0）   （3）  （5．0）  （2）  

9   7   9  9   13   14   22  7．0   4   18  
15歳   

（0）  （2）   （0）  （0．0）  （0）  （0）   

6   7   6   6   

16歳  
9   12   15   15  4．8   2   13  

（0）   （0）   （0）   （2）  （3．3）  

4   6   5   5   7   8   15   13  4．1   12  
17歳  

（0）   （0）   （0）   （2）  （3．3）  
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5 死亡事件の検挙状況   

（1）死亡事件検挙状況の推移  

平成11年以降の児童虐待の死亡事件検挙状況の推移は、第6表のとおりである。  

平成19年の死亡児童数は37人で、前年に比べ22人（37．3％）減少した。  

第6表 死亡事件検挙状況の推移  
（平成11年～平成19年）   

殺人  傷害致死   保護策任者迫乗数死   重過失致死   逮捕監禁致死  

検挙  被害  検挙  被害  検挙  被害  検挙  被害  検挙  被害  検挙  被害  
件数  児童数  件数  児童数  件数  児童数  件数  児童数  件数  児童数  件数  児童数   

35  37  15  17  15  15   2   2   2   2  

19  （26）  （43）  （26）  （43）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［10］  ［10］  ［10］  ［10］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0】  ［0］   

53  59  30  36  15  15   6   6   2   2   0   0  

18  （35）  （44）  （35）  （44）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［8〕  ［8〕  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  「0］   

37  38  15  16  17  17   3   3   2   2   0   0  

17  （24）  （29）  （24）  （29）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［16］  ［16］  ［16］  ［16］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   

49  51  19  21  22  22   5   5   3   3   0   0  

16  （32）  （41）  （32）  （41）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［8］  ［8］  ［8〕  ［8］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0〕   

41  42  16  17  17  17   5   5   3   3   0   0  

15  （37）  （51）  （37）  （51）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  （0）  

［9］  ［10］  ［9］  ［10］  ［0］  ［0〕  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］  ［0］   

14   38  39  13  14  18  18   7   7   0   0   0   0   

13   60  61  23  23  28  28   6   7   3   3   0   0   

12   44  44  17  17  23  23   3   3   0   0   

43  45  17  18  17  17   5   5   4   5   0   0   

（2）態様別検挙状況   

平成19年の死亡事件の態様別検挙状況は、第7表のとおりである。   

態様別の構成比では、35件中、「身体的虐待」の検挙件数が30件（85．7％）、「怠慢又は拒否」の検挙件数が5   

件（14．3％）となっている。  

第7表 死亡事件の態様別検挙状況  
（平成19年）  

総数  身体的虐待  怠慢又は拒否   

検  検  被  検  検  被  検  検  被   
挙  挙  害   

児  児  
挙  挙  国 臼 】日   

ノし  
立 臼   

数  員  数  数  員  数  数  員  数   

35  40  37  30  32  32   5   8   5   

（3）罪種別検挙状況   

平成19年の死亡事件の罪種別検挙状況は、第8表のとおりである。   

罪種別の構成比は、35件中、殺人15件（42．9％）、傷害致死15件（42．9％）、保護責任者遺棄致死2件（5．7％）、   

監禁致死2件（5，7）、重過失致死1件（2．9％）であった。  

第8表 死亡事件の罪種別検挙状況  
（平成19年）  

検挙件数  構成比  

殺  42．9  
身体的虐待  

人  15  30  
85．7  

42．9  

保護責任者遺棄致死   2   5．7  

怠慢又は拒否  2  5   5．7  

重 過 失 致 死   2．9   

総  数  35  100  



（4）加害者の罪種別・被害者との関係別検挙状況   

平成19年の死亡事件の加害者の罪種別検挙状況及び加害者と被害者との関係別検挙状況は、第9表のとおり   

である。   

加害者と被害者との関係別では、実母が20人（50．0％）と最も多く、次いで実父が11人（27．5％）となっている。  

第9表 死亡事件の加害者の罪種別・被害者との関係別検挙状況  

（平成19年）  

父親等  母親等  

小計  実父  養・継父  内縁  その他  小計  実母  養・継母  内縁  その他   

総  数   （ 人 ）  40  19  2   3   3  21  20   0   0   

構  成  比  100．0  47．5  27．5  5．0  7．5  7．5  52．5  50，0  0．0  0．0  2．5  

殺  人   15   3   3   0   0   0  12  0   0   

傷  害  致  死   17  4   2   2   3   6   6   0   0   0  

保 護 責 任 者 漬 菜 致 死  4   2   2   0   0   0   2   2   0   0   0  

逮  捕  監  禁  致  死  3   2   0   0   0   0   0  

重  過  失  致  死  0   0   0   0   0   0   0   0   

（5）死亡児童の性別・年齢別状況   

平成19年の死亡事件の被害児童の性別・年齢別状況は、第10表のとおりである。   

被害児童の年齢別では、1歳未満が13人（35．1％）と最も多く、6歳以下の児童が33人（89．2）となっている。  

第10表 死亡事件の被害児童の性別・年齢別状況  

（平成19年）  

（人）  構成比  男子  女子   

総数（人）   37  100．0  24  13   

1歳末満   13  35．1   9   4   

1歳   7  18．9   5   2   

2歳   5  13．5   3   2   

3歳   4  10．8   3   

4歳   3  8．l   2   

5歳   2．7   0   

6歳   0  0．0   0   0   

7歳   2．7   0   

8歳   2．7   0   

9歳   0  0．0   0   0   

10歳以上   2  5．4   0   2   

ー 7 －   



t児童虐待防止連絡会議における法務省の取組報告  

報告項目  

1．人権侵犯事件数の推移  

2．法務省の人権擁護機関の主な取組み  

（1）「子どもの人権110番」による相談活動   

・全国一斉「子どもの人権110番」強化週間の実施  

（2）「子どもの人権SOSミニレター」による相談活動  

（3）「インターネット人権相談受付窓口（SOS－eメール）」による相談  

活動  

3．児童虐待に関する具体的事例   




